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簗
農
林
水
産
大
臣

　

藤
木
農
林
水
産
副
大
臣

　
　
　
マ
ル
タ
選
果
場
を
視
察

第
31
回
相
撲
甚
句
全
国
大
会
で

　

芦
北
町
相
撲
甚
句
会
が

　
　
４
度
目
の
日
本
一

　
9
月
12
日
に
行
わ
れ
た
、
日
本
相
撲

甚
句
会
主
催
の
全
国
大
会
で
、
芦
北
町

相
撲
甚
句
会
が
優
勝
の
日
本
相
撲
甚
句

会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人

で
は
長
田
友
浩
さ
ん
が
「
本
唄
部
門
」、

迫
本
り
ゆ
子
さ
ん
が
「
は
や
し
唄
部
門
」

で
入
賞
し
ま
し
た
。
9
月
18
日
に
優
勝

報
告
に
訪
れ
た
矢
野
徹
副
会
長
は
、「
7

月
に
熊
本
地
震
に
遭
い
、
欠
場
し
よ
う

か
迷
っ
た
が
全
国
の
相
撲
甚
句
会
員
か

ら
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
十

分
な
練
習
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
唄
い

出
し
た
ら
い
つ
も
の
調
子
で
唄
え
優
勝

で
き
た
」
と
喜
び
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

▶︎
東
京
で
行
わ
れ
た
大
会
の
様
子

▶︎
右
か
ら
藤
木
副
大
臣
・
簗
農
林
水
産
大
臣

中
央
は
J
A
あ
し
き
た
福
田
営
農
部
長

▶︎
建
物
の
被
害
を
確
認
す
る
簗
大
臣

　
10
月
3
日
、
J
A
あ
し
き
た
マ
ル
タ

選
果
場
を
訪
れ
た
、
簗
和
生
農
林
水
産

大
臣
と
藤
木
眞
也
農
林
水
産
副
大
臣
は

令
和
8
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
建
物

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
簗
農
林
水
産
大
臣
は
、
同
施
設
を
熊

本
の
柑
橘
生
産
を
支
え
る
重
要
拠
点
と

位
置
づ
け
12
月
の
デ
コ
ポ
ン
出
荷
に
向

け
た
応
急
対
応
を
認
め
る一
方
、
施
設

の
復
旧
や
建
て
替
え
等
に
対
し
国
と
し

て
最
大
級
の
支
援
を
行
う
と
表
明
。
最

前
線
で
営
農
を
維
持
す
る
生
産
者
へ
感

謝
を
伝
え
、
万
全
の
支
援
を
約
束
し
ま

し
た
。

復
旧・復
興
へ　

　
　

県
と
市
長
会・町
村
会
が

　
　
　
　

合
同
で
国
に
要
望

　

10
月
１
、２
日
、
県
と

市
長
会
、
町
村
会
は
、
７

月
に
発
生
し
た
令
和
８
年

熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
、
合
同
で
国

へ
の
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
熊
本
県
選
出
の
国

会
議
員
も
同
席
し
、
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
へ
の
支

援
を
求
め
ま
し
た
。

▶︎
首
相
官
邸　
木
原
官
房
長
官

▶︎
内
閣
府

▶︎
総
務
省

▶
財
務
省

▶
文
部
科
学
省

▶
厚
生
労
働
省

▶
農
林
水
産
省

▶
経
済
産
業
省

▶
国
土
交
通
省

▶
環
境
省



2026．10 42026．10広報あしきた　5 広報あしきた

　
10
月
３
〜
4
日
に
御
立
岬
ビ
ー
チ
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
56
チ
ー

ム
５
５
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
町
内
出
場
者
）

一般
ク
ラ
ス　
３
位m

as que nada

芦
北 

中
学
ク
ラ
ス 

２
位 

☆
行
け
！！m

en's
☆

企
業
ク
ラ
ス 

２
位
（
株
）
松
下
組
A

 　
　
　
　

  

３
位 

芦
北
町
役
場

　

10
月
３
〜
４
日
、
第
12
回
藤
井
瑞
希

杯
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
、
58
団
体
か
ら
３
４
３
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
開
会
式
で
は
、
藤
井
瑞
希
さ
ん
か

ら
令
和
８
年
熊
本
地
震
の
義
援
金
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
全
試
合
終
了
後
に
は
、
元
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
日
本
代
表
の
上
田
拓
馬
さ
ん
と
の
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
藤
井
さ
ん
は
、
全
力
で
競
技

に
取
り
組
め
る
環
境
は
決
し
て
当
た
り
前

で
は
な
く
、
保
護
者
や
指
導
者
、
地
域
の

人
々
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も

の
だ
と
語
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
だ

け
で
な
く
行
動
で
示
す
こ
と
の
大
切
さ
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
町
内
出
場
者
）

男
子
５
年
生 

準
優
勝 

山
下
悠
之
介
選
手

▶︎　
男
子
5
年
生
の
部
で
準
優
勝
し
た
山
下
悠
之
介
選
手

▶︎一般
ク
ラ
ス　
３
位m

as que nada

芦
北

青
空
の
下
開
催

　

御
立
岬
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
　
　
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

支
え
て
く
れ
る
人
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
感
謝
を
胸
に

藤
井
瑞
希
杯

　
　
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▶︎
え
み
り
ィ
ー
と
ス
ガ
ッ
シ
ュ
☆
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た

▶
町
長
に︎
義
援
金
を
渡
す
藤
井
瑞
希
さ
ん

▶
特
別
ゲ
ス
ト
の
上
田
拓
馬
さ
ん
と
小
学
生
の
対
決

▶︎
試
合
を
応
援
す
る
家
族
や
選
手

▶︎
中
学
ク
ラ
ス　
２
位
☆
行
け
！！m

en's

☆

▶︎
企
業
ク
ラ
ス 

３
位 

芦
北
町
役
場

▶︎
企
業
ク
ラ
ス 

２
位 

松
下
組
A

▶︎
ボ
ー
ル
を
追
う
小
学
ク
ラ
ス

▶
出
場
者
全
員
の
集
合
写
真
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【
佐
敷
地
区
】

　
松
下 

義
信
・淳
子

　
下
田 

隆
雄
・ち
か
子

　
嶋
本 

久
志
・ア
サ
子

　
木
本 

義
久
・絹
代

　
立
道 

俊
昭
・和
子

　
松
㟢 

直　
・初
美

　
藤
井 

泰
男
・直
美

　
中
原 

豊
德
・紀
子

　
森
田 

和
市
・由
美
子

　
宮
石 

靜
夫
・照
代

　
下
田 

政 

一 

・宣
子

【
田
浦
地
区
】

　
園
田 

照
男
・英
子

　
梶
原 

語　
・正
子

　
木
山 

若 

一 

・貴
美

　
山
本 

守　
・育
代

　
早
稲
田
冨
雄
・京
子

　
山
下 

忍　
・幸
代

　
川
井 

澄
生
・隆
子

【
大
野
地
区
】

　
木
倉 

益
己
・代
志
子

　
草
野 

徹　
・サ
ユ
リ

　
井
川 

訓
美
・や
す
子

　
坂
前 

末
光
・玲
子

　
才
藤 

候
夫
・高
代

【
湯
浦
地
区
】

　
藤
井 

和
雄
・節
子

　
鳥
居 

憲
太
郎
・礼
子

　
倉
井 

丈
利
・幸
子

　
橋
本 

市
男
・優
子

　
荒
木 

肇　
・康
代

　
鳥
江 

正
和
・順
子

　
川
添 

幸
雄
・良
子

　
宮
嶋 

孝
男
・定
子

　
宮
島 

澄
廣
・眞
由
美

　
藤
井 

文
雄
・幸
子

　
宮
島 

秀
次
・み
き
子

金
婚
夫
婦
の
氏
名

金
婚
夫
婦

　
　
　

表
彰
式

▶︎
佐
敷
・田
浦
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

▶︎
湯
浦
・大
野
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

　
9
月
24
日
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
熊
本
日
日
新
聞
社
に

よ
る
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
行
わ

れ
、芦
北
町
か
ら
は
38
組
の
ご

夫
婦
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
熊
本
日
日
新
聞
社
の
小
多
祟

業
務
局
事
業
本
部
副
本
部
長

は
、結
婚
50
周
年
を
迎
え
た
夫

婦
に
祝
意
を
述
べ
ま
し
た
。50

年
前
は
、オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
後
に

景
気
が
上
向
き
、宅
急
便
が
始

ま
る
な
ど
暮
ら
し
が
大
き
く
変

わ
り
始
め
た
時
代
だ
っ
た
と
振

り
返
り
、社
会
の
変
化
の
中
で

夫
婦
で
歩
ん
で
き
た
年
月
を
た

た
え
ま
し
た
。最
後
に「
50
年
を

一つ
の
節
目
と
し
て
、こ
れ
か
ら

も
朗
ら
か
に
健
や
か
に
年
月
を

重
ね
て
ほ
し
い
」と
今
後
の
健

康
と
幸
せ
を
願
い
ま
し
た
。

　

金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
、中

原
豊
德
さ
ん
・紀
子
さ
ん
夫
妻

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。は
じ

め
に
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

人
々
へ
お
見
舞
い
を
述
べ
、一日

も
早
い
復
旧
・復
興
と
平
穏
な

暮
ら
し
が
戻
る
こ
と
を
願
い
ま

し
た
。続
い
て
、結
婚
50
周
年
を

迎
え
ら
れ
た
喜
び
と
、こ
れ
ま

で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
周
囲

の
人
々
へ
の
感
謝
を
伝
え
、結

婚
60
年
を
迎
え
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
夫
婦
を
目
標
に
、こ
れ
か

ら
も
夫
婦
で
支
え
合
い
な
が
ら

歩
ん
で
い
き
た
い
と
語
り
ま
し

た
。

▶︎
あ
い
さ
つ
す
る
小
多
副
本
部
長

▶︎
祝
辞
を
述
べ
る
竹
㟢
町
長

▶︎
小
多
副
本
部
長
か
ら
表
彰
伝
達
を
受

け
る
宮
島
澄
廣
・眞
由
美
夫
妻

▶︎
内
山
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
記

念
品
を
受
け
取
る
鳥
居
夫
妻

▶︎
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
る
中
原
夫
妻

▶
祝
い
唄
保
存
会
に
よ
る「
祝
い
め
で
た
」

（
敬
称
略
）

▶
来
賓
祝
辞
を
行
う
宮
内
議
長
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まちのわだいまちのわだい

百歳おめでとう

森田 ミチ子 さん（海浦２）
大正１５年9 月11 日生まれ

熊
本
市
で
お
城
E
X
P
O
 佐
敷
城
跡
も
P
R
ブ
ー
ス
設
置

　
熊
本
地
震
か
ら
10
年
の
節
目
に
合

わ
せ
、「
特
別
版
お
城
E
X
P
O 

in

熊
本
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年

12
月
に
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ

れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
特
別
版
で
す
。

　
佐
敷
城
跡
の
P
R
ブ
ー
ス
で
は
、

葦
北
鉄
砲
隊
が
普
段
使
用
し
て
い
る

火
縄
銃
を
展
示
。
来
場
者
は
実
際
に

火
縄
銃
を
手
に
取
り
、
構
え
る
体
験

を
楽
し
み
な
が
ら
、
佐
敷
城
跡
や
芦

北
町
の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。

10/3・4

復
興
応
援

　
絵
本
作
家
の
サ
ト
シ
ン
さ
ん
子
ど
も
達
に
読
み
聞
か
せ

　
絵
本
作
家
の
サ
ト
シ
ン
さ
ん
が
今

回
の
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
励
ま
す
た
め
、
芦
北

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま

し
た
。

 

サ
ト
シ
ン
さ
ん
は
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
楽
し
い
語
り
口
と
豊
か
な
表

現
で
物
語
の
世
界
を
届
け
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
絵

本
に
見
入
っ
た
り
、
声
を
上
げ
て

笑
っ
た
り
し
な
が
ら
、
読
み
聞
か
せ

の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

10/4 ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表
彰
式

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
金
婚
式
と
併
せ
て
、
7
組
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
夫
婦（
敬
称
略
）

　
　
　
橋
本 

巌　
・
和
枝

　
　
　
石
田 

浩 

一
・
澄
子

　
　
　
宮
嶋 

良
三
・
ヒ
サ
エ

　
　
　
橋
本 

素　
・
厚
子

　
　
　
宮
㟢 

太　
・
清
子

　
　
　
鶴
川 

三
男
・
裕
子

　
　
　
立
坂 

昭
則
・
和
子

9/24▶︎
右
か
ら
石
田
夫
婦
、左
か
ら
橋
本
夫
婦

中
学
生
が
職
場
体
験
学
習

　
佐
敷
と
湯
浦
の
中
学
２
年
生
が
、

町
内
の
事
業
所
な
ど
で
職
場
体
験
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
役
場
総
務
課
秘
書
広
報
室
に
は
、

佐
敷
中
学
校
２
年
の
山
口
智
沙
さ
ん

が
訪
れ
、
広
報
紙
づ
く
り
や
写
真
撮

影
、
取
材
な
ど
の
仕
事
を
体
験
し
ま

し
た
。
実
際
に
職
員
と
一
緒
に
業
務

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
役
場
の
仕
事

や
、
町
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
広
報
の
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
左
の
記
事
は
山
口
さ
ん
が
取

材
し
、
写
真
撮
影・編
集
し
ま
し
た
。

9/16・17交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
交
通
安
全
運
動
出
発
式
を
開
催

　
芦
北
警
察
野
田
署
長
は
、
県
内
の

交
通
事
故
が
前
年
を
上
回
り
、
す
で

に
昨
年
の
総
数
を
超
え
て
い
る
状
況

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
は
、

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
歩
行
者
の
安

全
確
保
、
自
転
車
事
故
の
防
止
、
安

全
運
転
の
徹
底
を
重
点
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
生
活
道
路
で
は
速
度

を
抑
え
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う

呼
び
か
け
、
地
域
や
関
係
団
体
に
も

引
き
続
き
交
通
安
全
活
動
へ
の
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

9/17▶︎
白
バ
イ
の
出
発
の
様
子

ご
縁
が
つ
な
い
だ
被
災
地
支
援
　
兵
庫
か
ら
支
援
物
資

　
兵
庫
県
丹
波
市
か
ら
熊
本
地
震
で

被
災
し
た
町
民
の
た
め
に
、
災
害
支

援
物
資
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
支
援
は
、町
の
親
善
大
使・

野
上
鈴
さ
ん
の
人
と
の
つ
な
が
り
が

き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
野

上
さ
ん
が
大
阪
に
住
ん
で
い
た
頃
、

ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
人
と
の
縁
か
ら
芦
北
町
の
被

災
状
況
が
伝
わ
り
、「
少
し
で
も
力

に
な
り
た
い
」
と
支
援
物
資
の
提
供

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

9/11

まちのわだいまちのわだい
地
震
の
被
災
地
に
全
国
か
ら
集
め
た
義
援
金

　
日
本
共
産
党
は
地
震
災
害
を
受
け
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
救
援
募
金
の

目
録
を
芦
北
町
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
南
部
地
区
副
委
員
長
の
野
中
重
男

さ
ん
は
、「
こ
の
た
び
は
地
震
で
大

変
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
労
い
の
言
葉

を
掛
け
ま
し
た
。
町
長
は
感
謝
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
屋
根
へ
の
シ
ー
ト

張
り
や
迅
速
な
通
水
支
援
な
ど
の
町

の
応
急
対
策
に
、
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

9/14▶︎
代
表
作
「
う
ん
こ
！
」
の
サ
ト
シ
ン
さ
ん

▶︎
熊
本
城
ホ
ー
ル
で
開
催

▶︎
夜
通
し
運
転
し
て
届
い
た
支
援
物
資

▶︎
竹
㟢
町
長
に
目
録
を
渡
す
野
中
副
委
員
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樹木の衰弱・枯死にご注意ください
近年、夏の高温や少雨、ナラ枯れなどにより、樹木が弱ったり枯れたりする事例が町内で見られていま

す。弱った木や枯れた木は落枝や倒木につながるおそれがあります。樹木の異変に気付いたら、状態に
応じた早めの対応をお願いします。

遠くから見た枯れ木の状況（赤茶色に変色している） 予防策としてビニールシートの被覆を実施

枯木の下には入らない
枯れた木は、幹が折れたり、枝が突然落ちたりするおそれがあります。見つけても木の真下へ入らず、触

ったり揺らしたりしないでください。特に強風・大雨の後は注意が必要です。

こんな状態を見つけたら要注意 
• 葉が急に茶色くなり、樹冠全体が枯れている
• 太い枝が枯れている、枝が折れかけている、幹に大きな割れや空洞がある
• 木が傾いている、根元が浮いている、幹や根元に細かな木くずや多数の穴がある

◆見つけたときは
人が近づかないようにし、道路・公園・公共施設では管理者や役場へ連絡してください。また、私有

地では所有者・管理者から専門業者へ相談するようにしてください。

◆予防及び対策
予防策：ナラ枯れの原因となる害虫の付着を防止するため「ビニール」や「ラップ」等で被覆する

方法などがあります。

対 策：「殺菌剤」を樹幹注入する等が有効と考えられます。

ナラ枯れについての詳細は林野庁ホームページを確認ください。
林野庁 ：

問い合わせ先
芦北町役場 農林水産課 林務水産係

電話

林野庁 ナラ枯れ

芦
北
町
文
化
講
演
会

災
害
と
復
興
を
伝
え
る
こ
と
ば
の
力

〜
現
場
で
感
じ
た
「
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
」
〜

令
和
8
年
熊
本
地
震
復
興
祈
念

講
師

武
田 

真 

一  

氏（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

日
時　
11
月
1
日
（
日
）　
開
演
13
時
30
分

会
場　
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

入場無料

撮影　山岸 伸

プロフィール
1967 年熊本市生まれ
1990 年にアナウンサーとして NHK に入局
2023 年にフリーアナウンサーに ＊

問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
・
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
文
化
振
興
係　
（
８
７
）１
１
７
１

あ
し
き
た
木
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６

　
お
も
ち
ゃ
美
術
館
か
ら
持
っ
て
き
た
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
地
域
産

木
材
に
触
れ
、
木
の
良
さ
を
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
子
様
連
れ
で

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
催
日

　
11
月
21
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

場　
所

　
芦
北
町
総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
の
広
場
及
び
芝
生
広
場

内　
容

　
・
お
も
ち
ゃ
美
術
館
が
や
っ
て
く
る
！
「
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

　
・
小
さ
い
お
う
ち
を
建
て
よ
う
！
「
子
ど
も
棟
上
げ
体
験
」（
要
事
前
申
込
）

　
・
芦
北
高
校
林
業
科
に
よ
る
「
木
製
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
体
験
」
な
ど

　
・
芦
北
地
域
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
丸
太
切
り
体
験
」
な
ど　

実
施
主
体　
芦
北
町
・
あ
し
き
た
木
づ
か
い
推
進
協
議
会

＊
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
水
産
科　
林
務
水
産
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
６
６︎
（
８
３
）
９
６
５
８



2026．10 122026．10広報あしきた　13 広報あしきた

お し ら せ

仕事に関する相談を、どなたでも無料でご利用
できます。毎月第３水曜日に出張相談会（きず
なの里 相談室 13 時 30 分〜 15 時 30 分）も
開催しています。（予約優先）
▶場所　芦北地域振興局１階（福祉課内）
▶日時　火・木・金 10 時〜 17 時
問 ジョブカフェ・芦北ブランチ
　　　☎️0966（82）3123

相談会

ジョブカフェ・芦北ブランチ

認知症の人と家族、地域住民、専門職等、誰もが
集い「ホッ」と一息つける場所です。ワイワイお
しゃべりをしたり、ゆったりお茶を飲んだり、認
知症に関することや介護の相談もできます。
▶日時　11 月 21 日（土）14:00 〜 16:00
　　　　12 月 19 日（土）14:00 〜 16:00
▶場所　佐敷宿交流館　桝屋
▶料金　100 円（飲み物代）�
問 地域包括支援センター
　　　☎️0966（86）2270

相談

認知症カフェ「しとらす」みなさんの心配事や不安に寄り添い「働きたい」
という気持ちを応援しています。なお、詳細は
ホームページをご覧ください。
▶期日　11 月 26 日（木）
　　　　12 月 24 日（木）
▶時間　13時30分〜16時30分
▶場所　総合コミュニティセンター和室
▶対象　�15 歳〜 49 歳までの求職者及びその

家族
問 若者サポートステーションやつしろ
　　　☎ 0965（37）8739

相談会

おしごと出張　相談会 in 芦北町

お し ら せ

相談を希望する人は、開催日の前々日までに電
話で予約してください。
▶日時　11月20日（金）、12月18日（金）、
▶時間　9:30〜15：30（定員：最大10人）
▶場所　役場 3 階 第 1 会議室
▶予約方法�
　※音声自動案内で案内されます。
　八代年金事務所☎︎ 0965（35）6123 に
　電話→自動音声案内→「１」を選択→
　音声自動案内→「２」を選択→相談室
　�※予約時に相談内容・氏名・基礎年金番号・

電話番号をお伝えください。

相談会

年金出張相談
○弁護士相談会（事前予約が必要）
▶日時　11 月 6 日（金）、12 月 4 日（金）
　　　　10:00 〜 16:00（1 人 30 分）
　　　　12:00 〜 13:00 除く
▶場所　芦北町役場１階
▶予約　�前月の１日から受付
　　　　（先着 10 名）
▶相談内容　悪質商法・借金問題・住環境問題
など（同一案件は１回限り）
問 健康福祉課　高齢者社会福祉係
　　　☎️0966（83）9667

相談会

弁護士相談会

弁護士相談予約

○消費生活相談会（予約不要）
▶日時　10 月 27 日（火）、11 月 24 日（火）
　　　　10:00 〜 17:00
▶場所　芦北町役場１階　小会議室
▶相談内容　しつこい電話勧誘、架空請求ハガ
キやメール、訪問販売トラブルなど
問 健康福祉課　高齢者社会福祉係
　　　☎️0966（83）9667

相談会

消費生活相談会

お 知 ら せ お 知 ら せ 

　令和８年熊本地震によって被災した住家の屋
根へ自費でブルーシート設置を行った方を対象
に費用の償還を行います。
◯受付期間　令和 8 年 12 月 25 日（金）まで
◯受付場所　健康福祉課　高齢者社会福祉係
◯受付時間　午前 9 時〜午後 4 時（平日のみ）
◯対象要件　
実際に居住している住家で、個人で業者を依頼
して施工・支払いが完了している方。
※掛け直し等で支払いが生じた分は対象外で
す。
◯受付に必要な書類等
・施工前・施工後の被害状況がわかる屋根の写真
・設置費用に関する領収書の写し
・通帳の写し
・罹災証明書の写し
・本人確認ができるもの
問 健康福祉課　高齢者社会福祉係
　　　☎️0966（83）9667

費用の償還

住家屋根へのブルーシート設置を
自費で行われた方へ償還のご案内

（費用償還）

人権をより身近なものと考えるきっかけをつく
るとともに、人権に対する正しい理解と認識を
深めるため、熊本県人権フェスティバルをはじ
めとして、パネル展、シンポジウム、講演会
、研修会など、県や市町村による人権に関する
様々なイベントが県内
各地で行われます。
　ぜひご参加ください。
問 県人権同和政策課　
　☎︎ 096（333）2299

人権月間

みつめる、みとめる
　11 月 10 日〜 12 月 10 日は
　　熊本県人権月間

熊本県人権月間

「うたせ船で水俣病を学ぶ講座」の中で、町内
各中学校代表 3 名の発表を予定しておりまし
たが、令和 8 年熊本地震発生の影響で残念な
がら中止となりました。作文をホームページに
掲載しておりますので、
ぜひ下記の２次元コード
からご覧ください。
問住民生活課　環境対策係
　　　　☎ 0966（83）9665

作文発表

「水俣病及び環境問題」をテーマ
にした中学生作文について

もやい祭りが下記のとおり開催されます。当日
は、講演会やステージイベント、バザー等に加
え、お楽しみ抽選会を予定しています。
▶日時　令和 8 年 11 月８日（日）10 時から
▶️場所
　芦北町女島活力推進センター「ゆめもやい」
▶️講演内容　芦北高校によるアマモの研究発表
※バザー等は講演会終了後に開始します。
問住民生活課　環境対策係　☎（83）9665
　　芦北町社会福祉協議会　☎︎（86）0294

イベント

もやい祭り開催について

こころの健康サロン
芦北町精神保健ボランティア会、精神障がい者
家族会では、こころの病気やこころの健康につ
いて悩みを抱えている方、またその家族の方を
対象にサロンを開催します。つらい気持ちを 1
人で抱え込まず、サロンへ出かけてみませんか。

（参加費無料、秘密厳守）参加を希望される方は、
直接会場へお越しください。
▶日時　10 月 28 日（水）13:30 〜 14:30
　　　　11 月 25 日（水）13:30 〜 14:30
▶場所　きずなの里（調理室）
▶内容　�精神保健ボランティアや家族会員との

語り合い
問 健康福祉課 こども未来・健康推進室
　　　健康推進係　☎️0966（83）9675

相談会
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お し ら せお 知 ら せ 

がん治療に伴う外見の変化が生じても、自分ら
しく安心して過ごせるよう、ウィッグや乳房補
整具の購入費用の一部を助成します。
▶️対象者　がんと診断され、現在治療中の方ま
たは治療を受けたことがある方
▶️対象品目
　令和 8 年 4 月 1 日以降に購入した次の品目
①ウィッグ等（ウィッグ、毛付き帽子等）
②乳房補整具等（補整下着、人工乳房等）
▶️助成回数
　対象品目①、②ごとに 1 人 1 回まで
▶️助成額　購入費用の２分の 1（上限 2 万円）
▶️申請期限　購入日の翌日から 1 年以内
申請に必要な書類など、詳しくは町のホーム
ページをご覧ください。
問健康福祉課　こども未来・健康推進室
　健康推進係　☎ 0966（83）9675

購入助成

がん治療による外見の変化にお悩
みの方へ

山火事は、空気が乾燥し、森林内の落ち葉など
が燃えやすい春先や秋から冬にかけて多く発生
しています。山火事の原因のほとんどは、「た
き火の不始末」や「たばこのポイ捨て」など、
人のちょっとした不注意で発生しています。
一人ひとりが高い防災意識を持ち、以下のこと
を必ず守りましょう。
①林野火災注意報、林野火災警報の発令時など
乾燥・強風時には、屋外での火の使用をしない
こと。
②枯れ草等のある火災が起こりやすい場所で
は、たき火をしないこと。
③たき火等火気の使用中はその場を離れず、使
用後は完全に消火すること。
④火入れを行う際は、市町村長の許可を必ず必
ず受けるとともに、あらかじめ必要な防火対策
を講じること。
⑤たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いが
らは必ず消すとともに、投げ捨てないこと。
⑥火遊びはしないこと、また、させないこと。

（参考 1）林野火災出火原因
（令和 2 年〜令和 6 年の年平均）
１　たき火　　　　　   380 件　32.5％
２　火入れ　　　　　　221 件　18.9％
３　放火（疑いを含む )   90 件　  7.7％
４　たばこ　　　　　　  48 件　  4.1％
５　マッチ・ライター　  32 件　  2.7％
６　その他（不明など）397 件　34.0％
　　合計　　　　　　 1,168 件
　（消防庁統計資料より）

火災に注意

山火事にご用心！〜大切な森林を
火災から守りましょう〜

発達障がいの当事者から見える世界の視点を想
像し、日々の対応や支援のヒントが見えてきま
す。当事者の世界を少し覗いて関わり方のコツ
を学んでみませんか。
▶️日時　令和 8 年 11 月 15 日（日）　
　　　　13:00 〜 16:00（受付 12:30 〜）
▶️会場　くまもと県民交流館パレア　
　　1 部 13 時 10 分〜　2 部 15 時 10 分〜
▶️内容
　第 1 部
講演：発達障がいの人が見ている世界
ハートクリニック横浜　柏 淳 院長
　第 2 部
各機関との交流
支援団体ごとにコーナーを設けます。各支援団
体のスタッフと直にお話しいただけます。
▶️料金　無料
▶️申込先
　熊本県子ども・若者総合相談センター
　　〜 COCON 〜
電話・FAX・２次元コードよりお申込みくださ
い。
◯ 電 話 : 096-387-7000（ 月 〜 金　8:30 〜
21:00）
◯ FAX：096-387-8000

▶️定員　200 名　オンライン参加可能
※会場参加か Webex 参加のいずれかでご参
加いただけます。席が埋まり次第、募集を締め
切らせていただきます。
問熊本県子ども・若者総合相談センター
　　〜 COCON 〜　☎︎ 096（387）7000

イベント

第 15 回　くまもと子ども
　　・若者よりそいシンポジウム

国民年金保険料の納付額は、所得税や住民税の
申告において、全額が社会保険料控除の対象で
す。日本年金機構から「社会保険料（国民年金
保険料）控除証明書」が送付されますので、年
末調整や確定申告の際に使用してください。
また、マイナポータルから「ねんきんネット」
にログインし、電子送付希望を登録すると、電
子版を受け取ることもできます。

対象者 送付方法 送付時期
1月１日〜
9月30日まで
に納付した人

電子 10月中旬〜
郵送 10月下旬〜

10月1日〜
12月３１日まで
に納付した人

電子 1月下旬〜
郵送 2月上旬〜

問ねんきん加入者ダイヤル☎ 0570（003）004
　IP 電話　☎︎ 03（6630）2525

税控除

国民年金保険料は
　全額社会保険料控除できます

令和８年１０月から、国民年金第１号被保険者
（自営業者・農業者・アルバイト・無職など）
の方で、お子さまを育てている方（父母・養父
母）は、届出することで保険料が免除されます。
免除対象期間は、お子さまが 1 歳になる誕生
日の前月までです。
産前産後免除が適用される実母の場合は、産後
免除期間（３ヶ月）に引き続く９ヶ月を育児期
間免除の対象期間とします。
また、育児期間免除の対象期間における基礎年
金額については、満額が保障されます。
問 八代年金事務所　☎ 0965（35）6123
　 住民生活課医療年金係　☎︎（83）9664

国民年金納付免除

国民年金保険料の育児免除制度が
開始（届出が必要です）

子どもの広場で、クラフトバンドリボンかご
（ミニ）づくりのワークショップを開催します。
クラフトバンドを使って、かわいいリボンかご
作りに挑戦してみませんか。初心者の方もお気
軽にご参加ください。
▶️日時　11 月 14 日（土）10:00 〜 12:00
▶️場所　芦北総合コミュニティーセンター
▶️定員　10 組
▶️参加料　200 円
▶️申込期限　11 月１０日（火）まで
※定員になり次第締め切ります。
▶️申込方法
２次元コードから

問スポーツ・文化復興課
　コミュニティーセンター係
　　　☎ 0966（82）2213

参加者募集

クラフトバンドリボンかご（ミニ）
づくりワークショップ参加者募集
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秋季全国火災予防運動
　今年も 11 月 9 日〜 15 日までの 7 日間『火の確認
良い日支える　良い習慣』をスローガンに秋の火災予
防運動が実施されます。
　住宅防火　いのちを守る　10 のポイント
４つの習慣
　○寝たばこは絶対にしない、させない。
　○ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　○こんろを使うときは火のそばを離れない。
　○コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
６つの対策
　○火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は
　　安全装置の付いた機器を使用する。
　○火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定
　　期的に点検し、10年を目安に交換する。
　○火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝
　　具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　○火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置
　　し、使い方を確認しておく。
　○お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難
　　方法を常に確保し、備えておく。
　○防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域
　　ぐるみの防火対策を行う。
＊問い合わせ先
　　水俣芦北広域行政事務組合消防本部
　　　予防課予防係　☎︎0966（63）11191

令和 8 年度 12 月集団健診
　集団健診を受診できなかった方や新たに受診を希望される方は、11月20日（金）までにお申し込みくだ
さい。健診日 :12 月 6 日（日）午前中　  会場 : きずなの里

健診（検診）項目 対象者 自己負担額
国保特定健診 40 〜74 歳の芦北町国保被保険者

各健診（検診）
500 円

後期高齢者健診 後期高齢者医療被保険者
生活習慣病健診 20 〜39 歳
腹部超音波検診 20 歳以上
子宮頸がん検診 20 歳以上の女性

胃がん検診
40 歳以上大腸がん検診

肺がん検診
前立腺がん検診 40 歳以上の男性
骨粗しょう症検診 20 〜70 歳の5 歳ごとの節目年齢の女性

乳がん検診
マンモ検査 40 歳以上の偶数年齢の女性

超音波検査 ・20 〜39 歳の女性
・41 歳以上の奇数年齢の女性

※対象年齢は令和 9 年 3 月末の年齢です。
※年度末年齢が 40 歳の人は、自己負担額無料です。
　（昭和 61 年 4 月 2 日から昭和 62 年 4 月 1 日まで）
▶申込方法　右の二次元コード、電話、健康福祉課窓口で申し込みください。
問 健康福祉課　こども未来・健康推進室　健康推進係　☎️0966（83）9675

申込フォーム
11/20 まで

地域づくり活動などを応援します

水俣・芦北地域振興財団助成事業

（公財）水俣・芦北地域振興財団では、地域の産業振興に関する事業や地域住民等の自主的な地域づく

り活動などに対して、水俣・芦北地域振興計画に基づく地域振興事業として助成を行っています。

また、環境配慮型の研究開発等を行う事業に対しても助成を行っています。

■地域振興事業

地域の特産品を活用した新製品の開発や町を元気にするイベントなどに助成されます。

対象者 原則として町内に事業所を置く団体

対象となる事業
地域の産業振興、地域住民などの自主的な地域づくり活動や地域の

再生・振興に関する事業

申込期限 １１月２０日（金）

助成限度額

●事業費の２ ３以内で３５０万円以内

●若年層支援事業については３０万円以内

※若年層支援事業には別途該当要件があります。

★令和８年度の取組

実施団体 取組内容

株式会社それいゆアグリ 芦北町農業インターンシップ

ＮＰＯ法人みさと わらび粉製造による地域コミュニティの向上

赤松館保存会
赤松館を活用した文化・建築技術継承と青少年育成、 年カレー

復活事業

芦北町卓球協会 あしきた笑顔プロジェクト～いま、スポーツにできること～

特定非営利活動法人いただきアース 生命食いただきアース（地球環境を考慮した農業及び地域振興事業）

芦北町相撲協会 あしきた相撲未来創造事業

■環境技術研究開発事業

環境配慮型の研究開発に関する事業などに助成されます。

対象者
・水俣市・葦北郡において事業を行う株式会社、その他法人

・当該地域に所在する法人と連携して事業を行う大学・短期大学・高等専門学校

対象となる事業
・環境配慮型の先端技術の研究開発事業

・環境配慮型の研究開発を促進する事業

申込期限

１次募集：令和８年１２月１日（火）〜 令和９年１月１４日（木）

２次募集：令和９年１月２０日（水 〜 令和９年２月２６日（金）

※１次募集で締切る場合もあります。

★令和８年度の取組（抜粋）

・ウニ類の個体群管理による水俣地域の藻場再生の試み：藻場の生態系サービス創出

・地域農業課題と国策に対応する「デコポン冷暖システム開発」

・木蝋製造技術開発に関する研究

＊問い合わせ先・申込先

企画財政課 復興創生推進室 復興まちづくり係 ☎ ８３ ９６４８

お し ら せお 知 ら せ 

地域支え合いセンター開設
　令和 8 年熊本地震で被災された皆様の生
活再建や心身のケアを支援する「芦北町地域
支え合いセンター」を開設しました。
活動内容
○生活相談・お困りごとの対応
　�生活再建に向けた制度のご案内、各種サ

ポート、お困りごとの相談を受けます。
○戸別訪問・見守り活動
　�避難生活を送られている方々の状況を把握

し、健康状態や生活課題の確認・見守りを
行います。

○地域コミュニティの形成支援
　�住民同士の交流の場づくりや、サロン活動

を通じたつながりづくりを応援します。

＊問い合わせ・相談先
　芦北町地域支え合いセンター
　　　　　　　（芦北町社会福祉協議会内）
　事務所　
　　芦北サテライトオフィス田浦 201 号
　　　　　　　（役場田浦支所２階）
　　☎ 080（3526）2978
　　　080（3525）9998
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鳥
獣
害
対
策
を
担
当
し
て
い
る
森
安
で

す
。朝
晩
が
涼
し
く
な
り
、過
ご
し
や
す
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。久
し
ぶ
り
で
す
が
、

私
の
近
況
報
告
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
に
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た
め
に

必
要
な
猟
銃
の
免
許
を
取
り
ま
し
た
。

　
９
月
は
、み
の
り
会
の
田
ん
ぼ
で
、大
野

保
育
園
の
皆
さ
ん
と
春
に
植
え
た
お
米
の

収
穫
を
し
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い

な
姿
に
私
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
は
、11
月
か
ら
の
狩
猟
期
間
に
向
け

て
猟
友
会
の
事
務
補
助
に
追
わ
れ
る
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
農
家
や
猟
友
会
と
お
話
し
す
る

際
に
、「
イ
ノ
シ
シ
が
き
と
る
」と
の
声
を
多

く
聞
き
ま
す
。実
際
、収
穫
前
の
田
ん
ぼ
で

稲
が
な
ぎ
倒
さ
れ
た
被
害
を
初
め
て
目
に

し
、防
護
柵
の
適
切
な
設
置
や
加
害
獣
捕

獲
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。ま
た
、秋
は

シ
カ
の
繁
殖
期
に
当
た
り
、普
段
よ
り
も
行

動
が
活
発
に
な
り
、気
性
が
荒
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。野
生
の
シ
カ
を
見
か
け
て
も
、

む
や
み
に
近
づ
い
た
り
刺
激
し
た
り
せ
ず
、

不
意
の
け
が
や
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
の
有
害
鳥
獣
か
ら
の
被

害
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鳥獣被害対策担当
森安 千波 隊員

　
芦
北
町
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
を
始
め
て
か
ら
、間
も
な
く
1
年
を

迎
え
ま
す
。移
住
し
て
か
ら
は
、芦
北
地
域

の
多
く
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
、充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

9
月
15
日
に
は
、芦
北
高
校
鏡
山
演
習

林
で
間
伐
実
習
が
行
わ
れ
、指
導
者
と
し
て

林
業
科
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
を

使
っ
た
伐
倒
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
自
身
、林
業
者
と
し
て
は
ま
だ
未
熟
者
で

す
が
、こ
れ
ま
で
学
び
、経
験
し
て
き
た
こ

と
を
生
か
し
な
が
ら
、木
を
自
分
の
手
で
伐

り
倒
し
た
と
き
の
達
成
感
や
林
業
の
楽
し

さ
を
伝
え
ま
し
た
。ま
た
、指
導
す
る
立
場

を
経
験
し
た
こ
と
で
、自
分
自
身
も
初
心
に

戻
り
、改
め
て
安
全
作
業
の
大
切
さ
を
意
識

す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、以
前
か
ら
米
づ
く
り
に
も
興
味

が
あ
り
、今
年
5
月
か
ら
町
が
実
施
し
て

い
る
米
づ
く
り
の
講
習
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
農
業
の
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、芦
北
町
に
来
て
か
ら
、自

伐
林
家
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
、種
ま

き
や
稲
刈
り
な
ど
を
初
め
て
経
験
し
ま
し

た
。来
年
度
は
、小
規
模
な
が
ら
自
分
自
身

で
も
米
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
協
力
隊
卒
業
後
は
、林
業
と
農
業
を
組

み
合
わ
せ
た
「
半
林
半
農
」の
暮
ら
し
を

実
践
し
な
が
ら
、芦
北
町
で
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、芦
北
町
の
自

伐
型
林
業
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

自伐型林業推進 担当
佐分利  慎 隊員

▶
大
野
保
育
園
の
園
児
と
稲
刈
り

▶︎
間
伐
実
習
の
様
子

▶
猟
期
に
向
け
て
射
撃
の
訓
練

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
の
活
動
記

蓑
田　
真
平
隊
員

ボ
リ
ビ
ア
便
り

　

Hola

（
こ
ん
に
ち
は
）！
芦
北

町
の
み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。ボ

リ
ビ
ア
か
ら
4
回
目
の
レ
ポ
ー
ト

で
す
。

　
ま
ず
、今
年
7
月
の
熊
本
地
震

で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

災
害
対
応
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
職

員
や
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
も
、本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。ボ
リ
ビ

ア
で
も
熊
本
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
が

現
地
の
テ
レ
ビ
局
で
報
道
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
報
道
を
受
け
、ボ
リ
ビ

ア
の
熊
本
県
人
会
か
ら
も
8
月
に

熊
本
県
へ
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

遠
く
離
れ
た
ボ
リ
ビ
ア
で
何
も
で

き
な
い
こ
と
に
も
ど
か
し
さ
を
感

じ
ま
す
が
、こ
れ
以
上
被
害
が
広

が
ら
ず
、復
旧
・復
興
が
進
む
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、ボ
リ
ビ
ア
・サ
ン
タ
ク

ル
ス
の
自
然
災
害
や
防
災
に
つ
い

て
、私
が
現
地
で
見
聞
き
し
た
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
ボ
リ
ビ
ア
は
日
本
の
約
3
倍
の

国
土
が
あ
り
、西
に
は
ア
ン
デ
ス

山
脈
、北
に
は
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
地

域
、東
に
は
広
大
な
平
野
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、地
域
に

よ
っ
て
発
生
す
る
自
然
災
害
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。ま
た
、一
年
に
は
雨

季
と
乾
季
が
あ
り
、同
じ
時
期
で

も
東
部
で
は
乾
燥
に
よ
る
災
害
、

高
地
で
は
大
雪
に
よ
る
被
害
が
発

生
す
る
な
ど
、地
域
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
り
ま
す
。

　
私
の
住
む
サ
ン
タ
ク
ル
ス
県
も
、

日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
が
あ
り
ま

す
。な
か
で
も
深
刻
な
の
が
、雨
に

よ
る
洪
水
と
乾
季
に
発
生
す
る

森
林
火
災
で
す
。日
本
の
感
覚
で
は

「
こ
の
く
ら
い
の
雨
な
ら
大
丈
夫

だ
ろ
う
」と
思
う
よ
う
な
雨
で
も
、

道
路
が
冠
水
し
た
り
、川
の
水
位

が
急
に
上
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。森
林
火
災
も
毎
年
の

よ
う
に
発
生
し
、農
作
物
な
ど
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。ボ
リ
ビ
ア
に
は
職
業
消
防
士

の
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
消
防
隊

も
あ
り
、こ
う
し
た
災
害
へ
の
対
応

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、私
自
身
も
日
本
の

役
場
で
経
験
し
た
災
害
対
応
や
消

防
団
活
動
に
つ
い
て
、県
庁
の
同

僚
に
紹
介
す
る
機
会
が
増
え
て
き

ま
し
た
。地
域
で
助
け
合
う
「
共

助
」の
考
え
方
や
、災
害
に
備
え
る

こ
と
の
大
切
さ
、行
政
が
災
害
時

に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か

な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。農
家
を

対
象
と
し
た
活
動
に
加
え
、少
し

ず
つ
防
災
分
野
に
も
活
動
の
幅
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
で
農
業
を
専
門
に

学
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
た
め
、農

業
分
野
の
議
論
で
は
今
で
も
難
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。一

方
、防
災
分
野
で
は
役
場
や
消
防

団
で
の
経
験
を
生
か
し
て
同
僚
と

意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
、大

変
な
が
ら
も
大
き
な
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
ボ
リ
ビ
ア
の
社
会
に
少
し
で
も

何
か
を
残
せ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら

も
日
々
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。Hasta luego, chao

（
そ
れ
で
は
ま
た
）！

▶︎
洪
水
で
流
さ
れ
た
橋 

橋
脚
だ
け
残
る
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芦
北
に
於
け
る
短
歌
の
歴
史
は
古
く
、

様
々
な
人
や
組
織
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

中
で
も
長
年
開
講
さ
れ
た
講
座
が
現

在
は
芦
北
短
歌
会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。短
歌
に
は
、自
然
や
物
事
に
対
す
る
観

察
力
、洞
察
力
、日
本
語
の
語
彙
力
な
ど
学

ぶ
こ
と
も
多
く
、生
活
を
豊
か
に
し
て
く

れ
ま
す
。短
歌
会
で
は
、自
詠
の
短
歌
を
持

ち
寄
り
、相
互
で
詠
み
合
い
研
修
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。友
人
も
増
え
、日
々
の
生
活

の
話
題
や
体
験
で
新
た
な
発
見
や
感
動
も

あ
り
ま
す
。

　
先
日
の
八
代
短
歌
会
で
は
、九
十
歳
近

く
の
会
員
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。幾

つ
に
な
っ
て
も
活
動
で
き
る
の
も
魅
力
的

で
す
。紙
と
ペ
ン
が
あ
れ
ば
、時
間
や
場
所

に
と
ら
わ
れ
ず
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。自
由
な
空
間
、発
想
で
三
十一文
字
の

世
界
に
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
興
味
の
あ

る
方
は
、是
非
気
軽
に
足
を
運
ん
で
下
さ

い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
の
活
動
は
「
広
報
あ
し
き
た
」へ
毎

月
掲
載
、芦
北
町
文
化
祭
、各
地
の
短
歌
会

へ
の
参
加
で
、毎
月
第
3
木
曜
日
、13
時
30

芦
北
町
文
化
団
体
の
紹
介

　「
芦
北
短
歌
会
」

～
ス
ポ
ー
ツ
は
活
力
！

　
　
運
動
系
部
活
動
に
つ
い
て
知
り
た
い
～

　

本
校
で
は
、空
手
道
、弓
道
、剣
道
、サ
ッ

カ
ー
、新
体
操
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、野
球
、陸
上
競
技
、

相
撲
の
１
１
の
運
動
系
部
活
動
が
あ
り
、

日
々
の
練
習
に
励
み
、切
磋
琢
磨
し
て
心
身

を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

夏
に
行
わ
れ
た
大
会
で
は
、「
新
体
操

部
」が
兵
庫
県
で
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
へ
の
出
場
、ま
た
、「
剣

道
部
」は
玉
竜
旗
で
５
回
戦
に
進
出
し
、全

国
５
１
４
校
中
ベ
ス
ト
６
４
に
輝
き
ま
し
た
。

全
て
の
部
が
熊
本
地
震
に
負
け
ま
い
と
前

を
向
き
、懸
命
に
汗
を
流
し
て
素
晴
ら
し
い

成
果
を
残
し
ま
し
た
。

　

秋
は
各
競
技
で
新
人
戦
な
ど
の
重
要
な

大
会
が
目
白
押
し
で
す
。３
年
生
か
ら
バ
ト

ン
を
受
け
継
ぎ
新
チ
ー
ム
と
な
り
、更
な
る

高
み
を
目
指
し
て
毎
日
の
練
習
に
一
層
熱

が
入
っ
て
い
ま
す
。日
頃
か
ら
温
か
く
見
守

り
支
え
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様
の
応
援

「
知
っ
て
良
か
っ
た
！

　
　
　
　
　

芦
北
高
校
」

芦北高校HP

が
、生
徒
た
ち
の
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。今
後
と
も
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

分
～
、場
所
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
す

の
で
、皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　
　
☎︎
０
９
６
６
（
８
７
）１
１
７
１

図 書 館 だ よ り図 書 館 だ よ り新着図書ピックアップ新着図書ピックアップ

絵本の
読 み 聞 か せ
開催日　第２日 曜 日
時　間　
 
場　所　子どもの広場

①１１：００
②１４：００

【開館時間】　火・木・金 10:00 〜18:00 
　　　　　　 　 水　　 10:00 〜20:00 
　　　　　　土・日・祝 9:00 〜17:00

【休館日】  月曜日（月曜が祝日の場合はその翌日）
【貸　出】 2 週間以内・ひとり10 冊まで
　　　　   雑誌やマンガもあります

●今月のイチ押し

今月の
図書館企画

「あなたが審査員！ＰＯＰコンテスト」
　　10 ／ 24( 土 ) ～ 11 ／ 15( 日 ) 
　～“その本、読みたい！”と思った
　　　　　　ＰＯＰを選んでください～

　1975 年静岡県浜松市生まれの鈴木の
りたけさんの絵本。「ぼくのトイレ」で第
17 回日本絵本賞読者賞に選ばれ、「大ピ
ンチずかん」で第 15 回 MOE 絵本屋さん
大賞 2022 第 1 位に選ばれています。そ
んな鈴木のりたけさんが子供に人気の恐竜
学者など 9 つの職業の魅力を絵と一緒に
紹介してくれる絵本です。（文：佐敷中２
年 木本 優菜　※職場体験）

やっぱり・しごとば　
鈴木のりたけ 作　ブロンズ新社

新着図書一滴の沈黙 相場　英雄

ノーメイク鑑定士 石田　夏穂

柩の狩人 大沢　在昌

氷河期のゴミ 櫛木　理宇

人はなぜラブレターを書くのか 石井　裕也

海霧 馳　星周

あの日、僕と君が見た空は 望月　麻衣

学歴狂の詩 佐川　恭一

花咲けじいさん 武田　鉄矢

日本買収 牛島　信

変な心理学 山田　祐樹

こわい日本史 本郷　和人

老いるショック大賞 みうら　じゅん

おひとりさまの老後準備とお金 関根　俊輔

内臓のしくみ・はたらきゆるっと事典 坂井　建雄
世界一簡単!70歳からのLINEの使いこなし術 増田　由紀

豆苗完全攻略本 村上農園豆苗研究会

60歳すぎたら選んでよかった100のもの

スーパーマーケット宇宙 益田　ミリ

いじわるな日本語 産経編集センター校閲部

どろどろ〜んオバケーヌのうらない 小泉　マーリ

新ざんねんないきもの事典 今泉　忠明

大迫力!新・UMA大百科 朝里　樹

赤白帽のなぞ 七江　亜紀

解けるとこわい謎解きゲーム 吉岡　みつる

トマトパスタがはねるなぞをとけ かんちく　たかこ

りんごりらっぱ あべ　けんじ

おとまりペンギン ねじめ　正一

ティラノがにげた!! まつおか　たつひで

バナナでんわででんわをしたら ギデオン・ステラー

◆ほかにもたくさん！ぜひ図書館へ！◆

小説・エッセイ

実用書など

児童書

絵本

ケ
イ
ン
の
英
国
文
化
普
及

C I R

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
パ
ブ
は
イ
ギ
リ
ス
の
社
交
文
化
で
大
き

な
一
部
を
占
め
て
お
り
、1
世
紀
の
古
代

ロ
ー
マ
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
占
領
の
時
代
か

ら
存
在
し
、人
々
が
集
ま
る
場
所
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。今
月
は
、パ
ブ
が
単

に
お
酒
を
飲
む
た
め
だ
け
の
場
所
で
は
な

く
、人
々
が
な
ぜ
訪
れ
る
か
様
々
な
理
由

を
紹
介
し
ま
す
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ
は
基
本
正
午
か
ら
営

業
し
て
い
ま
す
が
朝
か
ら
営
業
し
て
い
る

パ
ブ
も
あ
り
ま
す
。午
前
9
時
か
ら
朝
食

を
食
べ
な
が
ら
、お
酒
も
飲
め
ま
す
！
家
族

や
友
人
と一緒
に
ラ
ン
チ
を
食
べ
に
行
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
で
は
ア
ル
コ
ー

ル
を
購
入
す
る
に
は
18
歳
以
上
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、パ
ブ
で
は
16
歳
以
上

の
子
供
が
大
人
同
伴
で
食
事
を
し
な
が
ら

ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を
飲
む
こ
と
が
法
律
上

に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ほ
と
ん
ど
の
パ
ブ
に
は
テ
レ
ビ
が
あ
り
、

主
に
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
の
生
中

継
を
流
し
て
い
ま
す
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

時
期
に
は
、多
く
の
人
が
友
達
と
パ
ブ
で

試
合
を
見
に
行
き
ま
す
。ま
た
、ス
ポ
ー
ツ

を
観
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、パ
ブ
に
は
ビ
リ

ヤ
ー
ド
台
や
ダ
ー
ツ
ボ
ー
ド
が
あ
る
こ
と

も
多
く
、友
人
や
他
の
客
と一緒
に
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
大
学
生
の
頃
、私
は
友
達
と
よ
く
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
パ
ブ
に
行
き
、毎
週
開
催
さ
れ

る
パ
ブ
ク
イ
ズ
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

友
達
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
楽
し
く
ク
イ

ズ
に
参
加
で
き
ま
す
。成
績
が
良
け
れ
ば
、

飲
み
物
や
現
金
な
ど
の
賞
品
が
も
ら
え
ま

す
！

　

私
が
パ
ブ
で
一
番
好
き
な
の
は
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
で
す
。イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
は
日
本
と
違
っ
て
、一
年
を
通
し
て
パ
ブ

の
屋
外
ス
ペ
ー
ス
で
、外
に
座
っ
て
の
ん
び

り
と
過
ご
せ
る
場
所
で
す
。特
に
天
気
の

良
い
日
に
は
、多
く
の
人
が
外
に
出
か
け
、

天
気
を
楽
し
み
な
が
ら
パ
ブ
で
お
酒
を
味

わ
い
ま
す
。も
し
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
る
機

会
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
パ
ブ
巡
り
を
旅
行
の

行
程
に
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

Kane Smith-Hodge
ケイン・スミスホッジ
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◀
作
品
紹
介　
た
ん
ぽ
ぽ
／
１
９
８
０
年

　
本
展
覧
会
は
、
芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
開
館
20
周
年
を
記
念
し
て

の
特
別
企
画
展
と
な
り
ま
す
。
姉
妹
館
で
あ
る
群
馬
県
み
ど
り
市
の
富
弘

美
術
館
協
力
の
も
と
、
当
館
所
蔵
作
品
と
富
弘
美
術
館
所
蔵
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
な
お
、
一
部
は
当
館
所
蔵
の
水
彩
原
画
を
展
示
し
ま
す
。

　

詩
画
作
家
と
し
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
5
0
0
点
以
上
の
詩
画
を
描
き

続
け
た
富
弘
さ
ん
の
作
品
の
中
か
ら
、
2
0
2
4
年
9
月
に
出
版
さ
れ

た「
花
の
詩
画
集
ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　
た
だ
一
つ
の
も
の
を
持
っ
て
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
｀
.
｀
る
人
気
の
高
い
作
品
を
特
集
展
示
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

星
野
富
弘
美
術
館

　
開
館
20
周
年
記
念
特
別
企
画
展

　
　
　
　『
た
だ
一
つ
の
も
の
を
持
っ
て
』開
催
中
！

　
期　
　
間　
11
月
23
日（
月・祝
）ま
で

　
開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
休
館
日　
第
2・4
月
曜
日（
祝
日
除
く
）

だより

度
々
の
揺
れ
も
恐
れ
ず
花
咲
く
や
群
生
見
せ
る
サ
フ
ラ
ン
モ
ド
キ

余
震
な
お
続
き
し
夜
半
に
目
覚
め
お
り
窓
の
外
に
は
円
き
月
あ
り

萎し
お

れ
た
る
風
船
か
ず
ら
の
実
の
叫
び
願
い
は
雨
よ
恋
し
い
雨
よ

紅
の
曼
殊
沙
華
早
や
野
に
立
ち
て
実
り
の
秋
に
風
送
る
が
に

法
事
済
み
義
母
か
け
く
れ
し
労
ね
ぎ
ら

い
の
「
お
お
ご
つ
や
っ
た
な
」

芦

北

短

歌

会

宮
嶋
　
良
子

米
良
　
佑
子

小
川
　
勝
子

才
田
　
明

下
田
み
の
ぶ

言
葉
沁
み
く
る

絵

手

紙

教

室

宮
崎
　
由
依

藤
井 

か
よ
子

元
山 
三
枝
子

松
本 

恵
子

子育て支援センター  （11 月の行事）

19 日（木）①いただきます（保育園のごはんを食べます）
27 日（金）②ふれあいヨガ
※①②要予約　①先着 3 組　②先着 5 組　

《田浦保育園》

＊問い合わせ先　☎ 0966（87）0034

《あしきた・まちのこども園》
５日（木）お店やさんごっこ
12 日（木）日奈久公園へ遊びに行こう
19 日（木）いただきますに参加しよう
27 日（金）身体測定・誕生会（10月・11月）

◦子育て支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
◦子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。

＊申込・問い合わせ先　☎ 0966（82）3044

利用時間  毎週 月曜日〜金曜日 9：00 〜 12：00/13：00 〜 15：00

児童館からのお知らせ（11 月の行事）

▶︎日時　11 月 7 日（土）13：30 〜 15：30
▶︎内容　�折り紙やモールを使ってクリスマスリース

を作ります。
＊問い合わせ先　芦北児童館　☎ 0966（82）3036

▶︎日時　11 月７日（土）10：30 〜 12：00
▶︎内容　春に向けて季節の花を植えます。　�
＊問い合わせ先　湯浦児童館　☎ 0966（86）0074

《芦北児童館》 《湯浦児童館》
「リースを作ろう！」 「春の花を植えよう！」

利用時間  毎週 火曜日〜日曜日　 10:00 〜 17:00
（月曜休館・月曜が祝日の場合は火曜日）

八代市・水俣市・津奈木町　イベント情報

水俣市 津奈木町 第 34 回つなぎふれあい祭り「水俣ローズフェスタ秋 2026」
　地元特産物や飲食物の販売もあります。今年はなん
とあの人気芸人「ゴー☆ジャス」も訪れます！
▶︎日時　11月14日 （土）・15日 （日）　10：00〜
▶︎場所　B&G体育館周辺
＊問い合わせ先　津奈木町政策企画課
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0966 （78）3114

　今年も 秋のバラが見頃を迎えます。期間中は、ハ
ロウィンブースやマルシェ、バラの苗販売など楽し
いイベント盛りだくさん！ ぜひ、水俣へお越しくだ
さい♪
▶期間　10月31日（土）〜11月15日（日）　
▶場所　 エコパーク水俣バラ園
▶️入場料　無料　　　　　　　　　　　　　　　　

（維持管理のために協賛金にご協力お願いします。）
＊問い合わせ先
　ローズフェスタ実行委員会事務局　
　（水俣市役所経済観光戦略課内）　☎（61）1629
　
　詳しくは二次元コードからご確認ください

プラネタリウムで快適な睡眠をとっていただくイベ
ント「全国一斉『熟睡』プラ寝たリウム」を実施します。
満点の星空の下で熟睡してみませんか。
▶日時　11月23日（月・祝）   
　　　　13:30、15:00、17:30、20:00
※各回1時間、計4回の投影を予定。予約不要。　
▶場所　 さかもと八竜天文台　
▶️入場料　大人310円 、 小学生～高校生150円
　　　　　未就学児は無料です。　　　　　　　　
＊問い合わせ先
　さかもと八竜天文台　☎0965-45-3453

全国一斉『熟睡』プラ寝たリウム八代市
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火事と救急は119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は110番
芦北警察署　☎（82）3110安 安 心全

だより
安

芦 北
消防署

芦 北
　警察署 ひのくにピカピカ運動　10 月 15 日〜 1月 31 日

感震ブレーカーをご存じですか？

R8.9.1 〜 9.30 受付分（敬称略）受付件数 18 件

　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　     区　

91
76
49
72
88
91
85
86
97
85
92
96
90

八幡
道川内西

沖
宮浦

大川内西
道川内西
湯浦北
計石西
高岡南
諏訪
西告

田浦町 1
田浦町 2

9.2
9.2
9.5
9.7
9.11
9.12
9.18
9.19
9.22
9.23
9.23
9.26
9.28

ご冥福をお祈りします

　芦北町では、お悔やみ情報をLINE
で確認できます。
　スマートフォンにアプリを入れて、
芦北町公式LINE を登録ください。

人 口　　　１４，２２５人　 （− 8）
男 　　　　６，７５５人　 （− 7）
女 　　　　７，４７０人　 （− 1）

65歳以上　　　　６，９３０人　 （＋ 2）
世 帯 数　　　　６，７４９世帯 （＋ 6）

人口のうごき（R8.10.1 現在）（　）内は前月比

10/26 月
・介護保険料口座振替日
・後期高齢者医療保険料口座振替日
・町県民税口座振替日
・国民健康保険税口座振替日

27 火
28 水
29 木
30 金
31 土 ・芦北町文化祭

11/1 日 ・宮島医院　☎（82）2254
・芦北町文化祭（文化講演会）

2 月
・介護保険料納付期限日
・後期高齢者医療保険料納付期限日
・町県民税納付期限日
・国民健康保険税納付期限日

3 火 ・篠原医院　☎（82）2046

4 水 ・心の健康サロン（きずなの里）

5 木

6 金 ・弁護士相談 （役場庁舎）

7 土

8 日 ・芦北とりかい眼科　☎（82）5881

9 月
10 火
11 水 ・権利擁護出張相談 （きずなの里）
12 木
13 金
14 土
15 日 ・六車医院　☎（78）2012

16 月
17 火
18 水
19 木 ・行政相談（役場庁舎）　

20 金 ・年金出張相談（役場庁舎）　

21 土

・あしきた木育フェスティバル
　総合コミュニティセンター
　時間 10:00 〜 15:00
・芦北町演奏会　地域活性化センター
　時間 13:00 〜 14:00

22 日
・百崎内科医院　☎（87）1777
・あしきた町観光祭り
　旧計石小学校グラウンド
　時間 10:00 〜 16:00

イベント・当番医カレンダー

編
集
後
記

　
生
ま
れ
て
初
め
て
、
自
分
の
田

ん
ぼ
で
稲
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
運
と
代
か
き
ま

で
は
自
分
で
行
い
、
田
植
え
や
稲

刈
り
、
乾
燥
、
脱
穀
は
委
託
し
ま

し
た
。
電
柵
の
準
備
が
間
に
合
わ

ず
、
田
植
え
後
の
約
２
週
間
は
鹿

に
苗
の
先
を
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
。
そ
れ
で
も
害
虫

や
病
気
の
被
害
は
な
く
、
稲
は
す

く
す
く
育
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
初

め
て
自
分
で
育
て
た
米
を
食
べ
て

み
る
と
、
や
は
り
格
別
で
す
。
稲

作
を
通
し
て
、
食
べ
物
が
で
き
る

ま
で
の
大
変
さ
と
、
食
の
あ
り
が

た
み
、
そ
し
て
「
命
を
い
た
だ
く
」

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。（
田
中
）

　
最
近
、
肌
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。
季
節
の
変
わ
り
目
、
体
調

に
気
を
つ
け
て
過
ご
し
た
い
時
期

で
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
と
い

え
ば
、「
秋
祭
り
」
を
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
は
普

段
、
お
祭
り
に
は
行
か
れ
ま
す

か
？
10
月
以
降
も
全
国
各
地
で
秋

祭
り
や
秋
の
花
火
大
会
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
夏
の
賑
や
か
さ
と
は一
味
違

う
、
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
楽
し
む

お
祭
り
も
風
情
が
あ
っ
て
良
い
も

の
で
す
ね
。（
平
道
）

R8.9.1 〜 9.30 受付分（敬称略）受付件数 2 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報室までご連絡ください。

太志8.24藤井　葉
は づ き

月
　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　  　  区

女

お誕生おめでとう

宮崎

©2010熊本県くまモン

ひのくに 運動

熊本県交通安全推進連盟 

前照灯を前照灯を 反射材を反射材を

つけて安全に！つけて安全に！

平野　トシエ
池松　剛
平野　弥生
古村　八重子
倉本　敬
大瀬　亨
右田　恒美
尾下　昇
井上　エミ子
白内　澄人
漆山　澄子
前田　千鶴
寺本　伸一

人 人

　感震ブレーカーは、一定以
上の揺れを感知すると自動で
電気を遮断する装置です。
地震時の電気火災を防ぐため
には避難する際にブレーカー
を落とすことが有効ですが、
大規模地震時など自力でブ
レーカーを落とすことが難し
い場合や、不在時に地震が発
生することもあります。こうし
た場合に備えて、感震ブレー
カーを設置しましょう。

感震ブレーカーとは？ 感震ブレーカーの種類
○分電盤タイプ（内蔵型）
　内蔵されたセンサーが揺れを
感知します。
○分電盤タイプ（後付け型）
　漏電ブレーカーが設置されて
いる場合に取り付けできます。
○コンセントタイプ
　センサーが揺れを感知しその
コンセントからの電力供給のみ
を遮断します。
○簡易タイプ
　地震によりおもりが落下した
り、バネの力が作動することで、
電気を遮断します。

設置には補助があります
芦北町には感震ブレーカーの設
置に補助金があります。
また、火災報知器の設置・更新に
も補助があり有効に活用して住
宅防火に努めましょう。
＊問い合わせ先
　　芦北町役場総務課
　　　　危機管理防災室
　　　　　　☎︎（83）9641

消防庁
感震ブレーカー
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ふれあい動物園

申込受付！



